
  NPO法人九州国立博物館を愛する会
主催 公益社団法人福岡県宅地建物取引業協会筑紫支部

共催

後援

九州国立博物館

筑紫野市教育委員会、春日市教育委員会、大野城市教育委員会、太宰府市教育委員会、
那珂川市教育委員会、太宰府天満宮、一般社団法人 つくし青年会議所　（順不同）

〜参加チームを大募集！〜

くわしくはインターネットで！
https://aisurukai.net/karuta/

練習でぜんぶ

覚えてきてね！

『つくし郷土かるた』

小学４・５・６年生

〜つくしの自然と歴史を楽しく遊ぼう〜

令和７年

６月２８日
（場所）

（太宰府市石坂４丁目７−２）

（土）

かるた大会
（学年混合OK!）

第１０回

３人で１チーム
おともだちやきょうだいと参加して楽しく学んで賞品を G E Tしよう!

かるた
販売中

ふだはぜんぶで

４７種類
（カルタ監修：岡部 定一郎氏）

つくし郷土かるた

かるたはダウンロードして
印刷もできるよ！

賞品もあるよ！

九州国立博物館
１階ミュージアムホール

九州国立博物館　開館20周年記念

２位

１位

３位

（20インチ）

おりたたみ
自転車

関西旅！

秋休みに、京都もしくは奈良の国立博物館にご案内。自由時間も
たくさんあるので、観光やショッピングなどもお楽しみください。

優勝チームの３名＋保護者１名の計４名様

図書カード
3,000円分

１チーム
３名分

１チーム
３名分

［写真協力］フネカワフネオ photo53.com

京都国立博物館



保護者の皆様へ

大会の概要（大会名：第１０回つくし郷土かるた大会）

つくし郷土かるた大会は、設立２０周年を迎える九州国立博物館の発展と共に、地元「筑紫地区」の魅力を醸成・

発信していくことを目的としてスタートし、今回で１０回目の開催となります。これまで開催した全ての大会にお

いて、多くの子ども達が参加し、大変な盛り上がりとなりました。

そして、第１回大会で優勝した子ども達とは「韓国・慶州国立博物館」へ、第２回は「タイ・バンコク国立博物館」

へ、第３回は「京都国立博物館」へ、第４回、第７～９回は「東京国立博物館」へ行ってまいりました。

● 開催日：令和７年６月２８日（土）　予選 10:55〜、決勝トーナメント 13:40〜、最終試合終了予定 15:40

● 会場　：九州国立博物館 1 階ミュージアムホール（住所：太宰府市石坂４丁目７−２）

● 対象者：筑紫地区の小学校４・５・６年生３人１組のチーム編成です。お友達や兄弟姉妹とチームを

　　　　　組んでください。応募チーム多数の場合は主催者側で抽選選抜させていただきます。

● 参加費：無料

● 主催　：NPO法人九州国立博物館を愛する会、　　公益社団法人 福岡県宅地建物取引業協会 筑紫支部

● 共催　：九州国立博物館

● 後援　：筑紫野市教育委員会、春日市教育委員会、大野城市教育委員会、太宰府市教育委員会、

　　　　　 那珂川市教育委員会、太宰府天満宮、一般社団法人 つくし青年会議所　（以上、順不同）

● 問合せ：NPO法人九州国立博物館を愛する会／事務局（月・水13:00〜16:00）　☎092-408-3062

写真は大会当日の様子と、第２回タイ旅行・第４回東京旅行のものです。

・広報のため、本イベントの様子を撮影した写真や動画等を各種媒体に掲載することがあります。

・市中の感染症拡大状況等により中止となる可能性があります。

・注意事項や大会公式ルール等の詳細につきましては、大会公式ウェブサイトで告知します。

　最新情報の告知も大会公式ウェブサイトで行いますので必ずご確認ください。

・優勝賞品の旅行は。秋休みの平日催行となります。

● 参加申込みにあたっての承諾事項

申込み方法

● 小学校名　　　● チーム名（１２文字以内）

● 選手名と学年（３人分）

● ご連絡先（チーム代表者の保護者様の名前・電話・住所）

大会公式ウェブサイトの申込フォームに下記の項目を入力して送信してください。

手違い防止のため、申込時に自動返信メールを、申込後７日以内に事務局から確認のメールを

お送りします。この２通のメール受信によってエントリー完了となりますので、自動返信メールや

事務局からのメールが届かないない場合は、お手数ですが、事務局へ確認の電話をお願いします。

申込み締め切り：６月１５日（日）

大会公式ウェブサイト　https://aisurukai.net/karuta2025/

※参加申込が 64 チームに達した場合、早期に
　募集を締切りますのでご注意ください。

「つくし郷土かるた」は、西日本新聞で「福岡かるた風土記」を連載し、九州かるた協会名誉顧問など多くの団体で

要職を務められた、郷土史文学家の岡部定一郎氏（2021 年逝去、没後に旭日単光章受章）と、JA ふくれんの「めし

丸くん」のデザインなどを手がけた、イラストレーターの木村祥子氏に協力をいただき、郷土学習の教材として

2012 年に誕生しました。2023 年に教科書出版大手の光村図書様からの依頼を受けてかるたの素材を提供し、2025 年

4 月から一部の札が中学 2 年生の英語の教科書に掲載されています。このかるたを使って、地域の子ども達が、遊び

ながら自然に、筑紫地区の魅力である歴史を学び、ふるさとにより親しむきっかけとなる事を願っています。

保護者の皆様もぜひこの機会に子ども達と一緒にふるさとの歴史を楽しく学んでみてください。
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